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我
が
国
の
令
和
七
年
版
外
交
青
書
の
巻
頭
言
に
は
、

前
年
の
令
和
六
年
版
に
続
き
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ

ス
」
へ
の
言
及
が
あ
り
、
日
本
外
交
の
柱
の
一
つ
と

し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
開
発
途

上
国
・
新
興
国
の
国
々
と
の
連
携
」
に
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
令
和
六
年
版
で
の
言
及
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
ウ
ス
」
の
国
々
の
存
在
感
の
高
ま
り
に
触
れ
る
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
最
新
版
で
は
巻
頭
特

集
を
設
け
て
明
確
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
と

の
連
携
を
打
ち
出
し
、
日
本
外
交
の
実
績
と
課
題
を

掘
り
下
げ
て
論
じ
て
い
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ス
・
サ
ウ
ス
」
と
い
う
概
念
自
体
は
、

古
く
は
１
９
５
０
年
代
の
バ
ン
ド
ン
会
議
に
始
ま
る

非
同
盟
運
動
と
、「
北
」
に
対
し
地
理
的
だ
け
で
な

く
歴
史
的
に
植
民
地
支
配
や
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
低

開
発
を
共
有
す
る
「
南
」
の
概
念
に
起
源
を
も
ち
、

ま
た
東
西
冷
戦
の
文
脈
で
「
第
三
世
界
」
と
い
う
呼

称
が
広
く
使
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
２
０
２
０
年
頃

か
ら
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
が
「
第
三
世
界
」

に
取
っ
て
代
わ
る
用
語
と
し
て
広
く
普
及
し
つ
つ
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、「
第
三
世
界
」
と
い
う
用
語

が
冷
戦
後
の
世
界
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
一
方
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
近
年
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て
、「
南
」

の
国
々
の
存
在
感
が
増
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
、
感
染
症
と
い
う
国
境
や

価
値
観
を
超
え
て
協
力
が
必
要
な
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
た
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
や
医
療
・
医
薬
品
の
国
際

的
格
差
は
、
感
染
症
の
影
響
を
不
均
衡
に
受
け
た

国
々
の
不
満
に
つ
な
が
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は
、
ロ
シ
ア
を
非
難
す
る
欧
米
先
進

国
と
は
一
線
を
画
す
国
々
の
言
動
が
注
目
を
集
め

た
。
そ
れ
ら
の
国
に
は
「
民
主
主
義
対
独
裁
」
の
言

説
は
響
か
ず
、
む
し
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
の
紛
争

を
め
ぐ
る
「
民
主
主
義
国
の
二
重
基
準
」
に
対
し
、

冷
や
や
か
な
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
や

食
糧
危
機
に
対
し
脆
弱
な
国
も
多
く
、
大
国
の
論
理

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
が
強
い
。

　
さ
ら
に
、か
つ
て
と
異
な
る
点
と
し
て
、イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

世
界
有
数
の
経
済
大
国
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
新
興
国

に
は
、
斜
陽
化
す
る
先
進
国
と
対
照
的
に
自
信
が
み

な
ぎ
っ
て
い
る
。
自
ず
と
国
際
場
裡
で
の
発
言
力
も

大
き
く
、
地
政
学
的
重
要
性
に
加
え
、
食
料
・
天
然

資
源
の
豊
富
さ
、
市
場
規
模
や
成
長
性
の
観
点
か
ら

も
、
世
界
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
に
注
目
す

る
こ
と
に
は
頷
け
る
。

　
日
本
で
も
外
交
の
場
に
限
ら
ず
、
よ
り
身
近
な
と

こ
ろ
で
も
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
の
国
々
と

の
関
係
は
か
つ
て
な
く
密
接
に
な
っ
て
い
る
。
と
く

に
北
海
道
は
全
国
と
比
べ
て
少
子
高
齢
化
の
ペ
ー
ス

が
速
く
、
労
働
者
不
足
も
深
刻
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
多
く
の
技
能
実

習
生
が
来
道
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
貿
易
振
興
機
構

（JETRO

）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
道
内
企
業
の
海
外

進
出
先
の
約
八
割
は
ア
ジ
ア
で
（
た
だ
し
回
答
の

あ
っ
た
企
業
に
限
る
）、
輸
出
や
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
、
さ
ら
に
進
出
先
で
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
担

う
人
材
と
し
て
、「
高
度
外
国
人
材
」
の
受
け
入
れ
に

も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
連
動
す
る
よ
う
に
、
国
内

の
大
学
で
も
近
年
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
の
国
々

に
重
点
を
置
い
た
学
術
交
流
や
優
秀
な
人
材
の
獲
得
に

意
欲
が
み
ら
れ
、
道
内
で
は
と
く
に
北
海
道
大
学
が
、

道
内
留
学
生
全
体
の
半
数
以
上
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
日
本
が
限
ら
れ
た
外
交
・
政
策
資
源
の
も
と
で
他

国
と
平
和
的
に
共
存
し
て
い
く
う
え
で
も
、
国
内
の

学
術
・
産
業
の
革
新
的
発
展
や
労
働
力
の
確
保
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
も
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」

の
国
々
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
昨
今
、

国
内
で
は
先
の
参
議
院
選
挙
で
外
国
人
を
め
ぐ
る
対

応
が
争
点
と
し
て
浮
上
し
、
根
拠
の
な
い
外
国
人
批

判
や
差
別
に
つ
な
が
り
う
る
言
説
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
学
院
博
士
課
程
の
学
生
に
生
活
費
を

支
給
す
る
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
留
学
生
を
対
象
か

ら
除
外
す
る
な
ど
、
国
籍
に
よ
る
差
別
と
取
ら
れ
か

ね
な
い
制
度
変
更
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
博
士
課
程

の
留
学
生
や
日
本
在
住
の
外
国
籍
の
学
生
は
、
日・

本・

の・

産
業
競
争
力
・
科
学
技
術
力
の
発
展
に
貢
献
す
る

人
材
で
あ
り
、
安
易
な
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
に

よ
る
排
除
は
む
し
ろ
日
本
の
国
益
を
損
な
う
結
果
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
物
価
高
な
ど
の
危
機
に
直
面
し
人
々
の
不
満
や
不

安
が
募
る
中
、
排
外
主
義
が
支
持
を
得
る
現
象
は
、

世
界
各
国
ど
の
時
代
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ

は
国
内
の
問
題
を
解
決
し
な
い
。
我
々
一
人
一
人
に

冷
静
な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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